
柳井市「農地利用最適化推進委員」の推薦及び応募状況（結果報告）
現在

被推薦者（推薦を受けた者）・応募者 推薦者（推薦する者）

農業
形態

主な
作物

耕作
面積

1 応募 松原　茂生 男 76 農業 専業 水稲・
野菜

3.5a 第19区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

神代4496番
地

2 応募 増濱　哲之 男 75 農業 専業 水稲 57a 第21区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

遠崎325番
地1

3 推薦 川村　達也 男 62 兼業 水稲・イモ 230a 第3区 無し 男 83 ─ ─ ─

柳井7268番
地3

4 推薦 東　一義 男 74 農業 専業 水稲 63a 第2区 無し ─ ─ ─ 10人

南町6丁目8
番9号

5 応募 吉田　英俊 男 65 農業 兼業 みか
ん
野菜

30a 第18区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

平郡5429番
地1

6 応募 篠脇　丈毅 男 78 農業 兼業 水稲 105a 第10区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

新庄1134番
地

令和5年2月24日

受付
番号 推薦応

募の別
氏　　名 性別 年齢 職業 経　　　歴

農業経営の状況
活動の主

目的
構成
員数

構成員
の資格
要件等

推薦・応募理由

私の関係している神代地区は、広い
畑や田はなく、年々草やかずらが増
えるのが現実です。
そして住民も都会に出て住んでいな
い住宅が発生しています。
私は、農地パトロールを利用して、
地区リーダーと田や畑に出て、頑
張っている人達と話し相手になり、
次の時代に引き継ぐ田や畑を大切
に守りたいと思います。
常に農業に関心を持ち、農地利用
最適化推進委員に応募します。

平成10年4月 JA南すおう総代

応募・
推薦
区域

農業委員
への応募
推薦状況

氏名、名称・代表又は
管理者氏名

性別 年齢 職業

令和元年9月 JA南山口県総代

平成30年4月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

平成21年7月 ＪＲ西日本定年退職 ─

農業・会
社員

昭和55年4月 就農 岩政　幸人 農事法
人代
表・農
業委員

認定農業者として、農地の利用集
積・集約化について自ら実践し、地
域農業者からの信頼が高く、地域農
業の活性化に取り組んでいただく人
材として最適者として推薦いたしま
す。

平成29年8月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

─

令和3年6月～ (有)ジェイエイ南グ
リーン

令和2年7月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

近年農地を荒らしている人が多く見
受けられますが、私はそれを少しで
もなくそうと思い、農地利用最適化
推進委員に応募いたします。

農業委員・農地利用最適化推進委
員を約９年間務め、地域内の農業の
状況を掌握している。
古開作水利管理委員会代表として
水利運営の適正及び円滑な運営に
務めている。

平成24年3月 NTT 西日本　退社

平成20年4月 古開作水利管理委員
会委員

平成26年7月 柳井市農業委員

平29年4月～
　現在

古開作水利管理委員
会代表

平成29年8月～
　現在

平成8年 就農 古開作水利管理委員
会
代表　東　一義

地域内の
水利運営
の適正、
円滑な運
営。地域
農業環境
の改善

地区内に
農地を有
する者

農地利用最適化推進
委員

平成24年10月～
　現在

就農 ─ 高齢化が進み、農作物等が減少さ
れ、荒廃地が増える。その状態を少
なくするため協力して、現状を保つよ
うにするため、農地利用最適化推進
委員に応募いたします。

平成29年8月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

昭和42年4月～
　平成17年3月

柳井市職員 ─ 新庄第10区は長溝水路の恩恵を受
け、稲作が営まれてきたが、農業従
事者の高齢化と後継者不足で自作
農家の減少が著しい中、利用増進
が進められている。今ある農業施
設、習慣、環境を次世代に引き継ぎ
たいと考え、応募しました。

平成21年1月～
　現在

柳井市議会議員

平成29年8月～
　現在

農地利用最適化推進
委員



柳井市「農地利用最適化推進委員」の推薦及び応募状況（結果報告）
現在

被推薦者（推薦を受けた者）・応募者 推薦者（推薦する者）

農業
形態

主な
作物

耕作
面積

令和5年2月24日

受付
番号 推薦応

募の別
氏　　名 性別 年齢 職業 経　　　歴

農業経営の状況
活動の主

目的
構成
員数

構成員
の資格
要件等

推薦・応募理由
応募・
推薦
区域

農業委員
への応募
推薦状況

氏名、名称・代表又は
管理者氏名

性別 年齢 職業

7 応募 須内　和明 男 74 農業 専業 140a 第20区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

大畠703番
地1

8 応募 森田　幸男 男 76 農業 専業 水稲 250a 第12区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

余田929番
地

9 推薦 岩本　一生 男 48 自家消費 水稲 60ha 第４区 無し 男 69 農業 25人

日積1649番
地

10 応募 沖川　博 男 73 農業 兼業 水稲 43a 第7区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

伊陸2327番
地

11 応募 児玉　良弘 男 70 農業 専業 水稲・
野菜

76a 第16区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

阿月2424番
地5

昭和43年4月 就農 みか
ん
びわ・
すもも

─ 今までの役職歴、農業経験等、今後
も今まで以上、柳井市農業の発展と
若い人達の土台づくりに努めてまい
りたい。
上記理由により、農地利用最適化
推進委員に応募いたします。

平成9年4月～
　現在

大畠町特産物生産組
合長

平成17年2月～
　平成29年7月

柳井市農業委員

これまでの職歴、農業経験等から地
域の信頼を得ている。地域農業や
地域情報に精通しており、担い手へ
の農地の集積や耕作放棄地の未然
防止、解消等の業務に貢献できる。
上記理由により農地利用最適化推
進委員に応募します。

平成29年8月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

平成21年4月～
　現在

山口県柑橘同志会理
事・周東部会長

平成29年8月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

農業・農
事組合法
人理事

平成21年8月 就農 農事組合法人あいさ
いの里

組合員の
農業生産
性を向上
させ、共
同の利益
を増進さ
せる。

地区在住
者

昭和50年4月 就農 ─

集落営農法人で理事として農業経
営に参画し、推進委員の功労により
地域の信頼を得ており、農地の利用
集積・集約化を実践し精力的に活動
に取り組み、地域農業や地域情報
に精通しておりますので、今後の担
い手への農地集積や耕作放棄地の
未然防止・解消等の業務に貢献で
き、地域活動につながる功績が期待
できます。
上記理由により、農地利用最適化
推進委員に推薦いたします。

平成25年3月～ 農事組合法人あいさ
いの里就業

代表理事 　山重　義則

平成28年3月～ 農事組合法人あいさ
いの里理事

平成29年8月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

平成19年1月 農事組合法人長野み
のり理事

─ 農事組合法人長野みのり理事を長
年務めており地域農業や地域の情
報に精通しており、担い手への農地
集積や耕作放棄地の防止・解消な
ど農業委員会業務に貢献できる。
以上の理由により農地利用最適化
推進委員に応募いたします。

平成27年2月 共和工業　退社

令和4年10月～
　現在

農事組合法人長野み
のり代表理事

令和2年7月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

平成29年8月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

─ 平成29年より農地利用最適化推進
委員を務めており、地域の状況に精
通。農業従事者の高齢化に伴い、
他に適任者を選定するのが困難な
ため自ら応募しました。



柳井市「農地利用最適化推進委員」の推薦及び応募状況（結果報告）
現在

被推薦者（推薦を受けた者）・応募者 推薦者（推薦する者）

農業
形態

主な
作物

耕作
面積

令和5年2月24日

受付
番号 推薦応

募の別
氏　　名 性別 年齢 職業 経　　　歴

農業経営の状況
活動の主

目的
構成
員数

構成員
の資格
要件等

推薦・応募理由
応募・
推薦
区域

農業委員
への応募
推薦状況

氏名、名称・代表又は
管理者氏名

性別 年齢 職業

12 応募 水田　淸 男 68 農業 兼業 水稲 42a 第11区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

新庄2298番
地

13 応募 亀山　真由
美

女 51 家事手伝
い

─ ─ ─ 第4区 有り ─ ─ ─ ─ ─ ─

日積2780番
地

14 推薦 宗近　史玄 男 72 農業 専業 115a 第1区 無し 男 70 農業 ― ― ―

柳井853番
地

15 応募 貞永　秀則 男 66 農業 専業 水稲・
野菜

40a 第14区 無し ─ ─ ─ ― ― ―

伊保庄3739
番地

16 応募 貞安　正志 男 70 農業 専業 水稲 75a 第15区 無し ─ ─ ─ ― ― ―

伊保庄1468
番地

17 応募 長谷川　稔 男 66 農業 兼業 みかん 20a 第17区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

平郡1498番
地

昭和49年4月 就農 ─ 新庄南地区（富尾・大祖・河添）のほ
場整備を実施中です。現在地区の
役員として活動しておりますが農業
の先行きの不透明化、後継者の減
少に伴い農用地の耕作放棄地化が
進んできており今後ますます厳しく
なってきます。新庄南地区の県営ほ
場整備事業は令和7年度に完成を
目指し進んでおり整備が一部完成し
た箇所は担い手による集積、集約化
を推し進めることにより今後の農業
環境を改善し今後の生瀬に引き継
いでいくしかないと思い応募しまし
た。

平成29年8月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

令和元年～
　現在

新庄南地区ほ場整備
事業：換地副委員長

平成23年3月～ ㈱ブリジストン定年退
職

平成4年4月～
平成6年3月

日立東京エレクトロニ
クス㈱

─

水稲・み
かん

竹本　千秋 稲作・みかん・野菜栽培など農業に
対しての熱意が強く地域の信頼を得
ている。地域農業や地域情報に精
通しており担い手への農地集積や
耕作放棄地の未然防止・解消等、業
務に貢献できる。
上記の理由により、農地利用最適
化推進委員に推薦いたします。

平成23年4月 就農

農業基盤整備後の農地および高
齢農業者の農地、農地所有者の
不在農地等の荒廃防止の為に、
農地の流動化を推進し、荒廃す
る前に農業生産法人や中核農業
者にあっせんして、農業生産に寄
与する活動を推進し、地域の活
性化を促す取り組みを実践した
いと思い、農地利用最適化推進
委員に応募いたします。

平成11年4月～
令和3年5月

社会福祉法人最勝会
（相談業務従事）

平成29年4月 就農 ─ これまでの経歴・経験から地域の諸
事情、課題等に精通し、地域の信頼
を得ている。地域農業の状況を把握
しており、担い手への農地集積や耕
作放棄地の未然防止解消等業務に
貢献できる。
以上の理由により、応募いたしま
す。

令和2年7月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

平郡に帰り、親が耕作しているみか
ん園など引き継いで栽培している。
現在、平郡東柑橘同志会会長として
特産のみかんを守るため頑張って
いるところです。耕作放棄地解消等
に取り組んでいる。地域農業貢献で
きると思い農地利用最適化推進委
員に応募いたします。

平成14年4月 就農

平成29年8月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

昭和46年4月 就農 ─ 中山間直接支払事業の役員を第１
期から今期まで務めており、山口県
農業協同組合の総代も務めている。
上記理由により、農地利用最適化
推進委員に応募いたします。

昭和63年10月 (株)山口東部工業

令和2年7月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

平成10年10月～
　平成14年4月

ＪＡ平郡支所 ─



柳井市「農地利用最適化推進委員」の推薦及び応募状況（結果報告）
現在

被推薦者（推薦を受けた者）・応募者 推薦者（推薦する者）

農業
形態

主な
作物

耕作
面積

令和5年2月24日

受付
番号 推薦応

募の別
氏　　名 性別 年齢 職業 経　　　歴

農業経営の状況
活動の主

目的
構成
員数

構成員
の資格
要件等

推薦・応募理由
応募・
推薦
区域

農業委員
への応募
推薦状況

氏名、名称・代表又は
管理者氏名

性別 年齢 職業

18 応募 的場　信雄 男 73 農業 兼業 水稲・
野菜

270a 第13区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

余田3616番
地1

19 応募 守重　賢一 男 67 農業 兼業 水稲 100a 第5区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

日積523番
地

20 応募 藤迫　隆司 男 50 農業 専業 イチゴ 15a 第８区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

伊陸952番
地

21 応募 藤弘　顕司 男 41 農業 専業 水稲・
イチゴ

303a 第９区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

古開作1179
番地1

22 応募 増村　知巳 男 50 農業 兼業 水稲 300a 第６区 無し ─ ─ ─ ─ ─ ─

日積4942番
地

昭和60年3月 就農 ─

平成12年4月

農業経験や今までの職歴を生かし、
農地の利用集積集約化、自ら実践
するとともに、若い担い手への援助・
協力をするとともに、耕作放棄地の
未然防止に努めたいと思い応募しま
した。

平成25年 中山間地域活動参加

平成29年8月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

昭和54年～
　昭和64年

日積農業協同組合
─

地域農業や地域情報に精通してお
り営農指導員の資格を有効に活用
したい。
上記理由により、農地利用最適化
推進委員に応募いたします。

昭和64年～
　平成27年

三新化学工業(株)

平成29年8月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

就農 ─

平成17年4月 就農 ─ 大学卒業後、地元で就農しており、
地域農業の活性化に取り組んでい
る。地域農業や地域情報に精通して
おり、担い手への農地集積や耕作
放棄地の未然防止・解消等に貢献し
ていきたい。
上記理由により、農地利用最適化
推進委員に応募いたします。

平成29年12月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

伊陸地区の耕作放棄地の未然防
止、解消等による鳥獣被害の拡大を
減少させたいと思い応募しました。平成13年4月～

　平成23年5月
柳熊４Hクラブ会長

平成23年5月～
　現在

すおう４Hクラブ会長

令和元年～
　令和2年3月

山口県４Hクラブ会長

平成29年8月～
　現在

農地利用最適化推進
委員

ロイヤル・
オークス103
号

平成22年4月 就農 ─ 農業者の高齢化、後継者不足等多
くの問題を抱えています。これらの
問題を少しでも解消できるように取り
組み、農業振興に貢献したい。
上記理由により、農地利用最適化
推進委員に応募いたします。

平成29年8月～
　現在

農地利用最適化推進
委員


